
時
宗
の
名
宝
を

一
挙
公
開
！

国宝  一遍聖絵  巻十二（一遍臨終の場面）  神奈川・清浄光寺（遊行寺）蔵

踊お
ど



西
暦

年
号

年
齢

（
一
遍
）
事
績

「
一
遍
聖
絵
」

巻
数

1
2
3
7

嘉
禎
三

真
教
、誕
生
。

1
2
3
9

延
応
元

1

一
遍
、伊
予
で
誕
生
。幼
名
を
松
寿
丸
と
い
う
。

1
2
4
8

宝
治
二

10

母
に
死
別
。出
家
し
て
随
縁
と
名
の
る
。

1
2
5
1 

建
長
三

13

春
、僧
善
入
と
九
州
大
宰
府
の
聖
達
上
人
を
お
と
ず
れ
る
。

こ
の
後
、智
真
と
改
名
す
る
。

1
2
6
3

弘
長
三

25

父
通
広
（
如
仏
）が
亡
く
な
り
、故
郷
に
帰
る
。こ
れ
よ
り

半
僧
半
俗
の
生
活
を
送
る
。

1
2
7
1

文
永
八

33

こ
の
頃
一
念
発
起
し
て
再
び
出
家
す
る
。

春
、善
光
寺
へ
こ
も
り
、秋
、伊
予
・
窪
寺
に
閑
居
、念
仏

三
昧
の
修
行
を
す
る
。

1
2
7
3

文
永
十

35

7
月
、菅す
ご
う生
の
岩
屋
に
こ
も
り
、田
園
舎
宅
を
捨
て
て
、諸

国
修
行
に
出
る
。

1
2
7
4

文
永
十
一

36

2
月
8
日
、同
行
三
人
と
伊
予
を
あ
と
に
し
て
、遊
行
の

旅
に
出
る
。天
王
寺
に
こ
も
り
、念
仏
賦
算（
南
無
阿
弥
陀

仏
と
書
か
れ
た
お
札
を
く
ば
る
こ
と
）を
は
じ
め
る
。

夏
、高
野
山
を
経
て
熊
野
に
こ
も
る
。熊
野
権
現
よ
り
念

仏
賦
算
の
神
託
を
受
け
、一
遍
と
号
す
。

1
2
7
6

建
治
二

38

再
び
伊
予
を
通
り
九
州
へ
渡
り
、聖
達
上
人
を
訪
ね
、一
遍

の
念
仏
を
説
く
。豊
後
大
友
頼
泰
邸
で
真
教
、一
遍
に
入
門

す
る
。

1
2
7
9

弘
安
二

41

12
月
、信
濃
国
（
長
野
県
）
佐
久
郡
小
田
切
の
里
で
踊
り

念
仏
を
は
じ
め
る
。

1
2
8
0

弘
安
三

42

秋
、白
河
関
を
越
え
て
奥
州
入
り
、江
刺
郡
で
祖
父
通
信

の
墓（
聖
塚
）を
お
と
ず
れ
る
。

1
2
8
2

弘
安
五

44

3
月
1
日
、鎌
倉
に
入
ろ
う
と
し
て
武
士
に
制
止
さ
れ
、片

瀬（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）の
地
蔵
堂
で
踊
り
念
仏
を
行
う
。

1
2
8
3

弘
安
四

45

1
2
8
4

弘
安
七

46

閏う
る
う

4
月
16
日
、
近
江
関
寺
か
ら
京
都
四
条
釈
迦
堂
に
入

る
。因
幡
堂
︲
三
条
悲
田
院
︲
蓮
光
院
︲
雲
居
寺
︲
六
波

羅
蜜
寺
︲
市
屋
と
め
ぐ
る
。

1
2
8
6

弘
安
九

1
2
8
7

弘
安
十

1
2
8
8

正
応
元

1
2
8
9

正
応
二

51

8
月
23
日
、一
遍
、辰
の
始
（
朝
7
時
）
兵
庫
観
音
堂
（
現

在
の
時
宗
真
光
寺
）に
て
入
寂
す
る
。真
教
、時
宗
を
再
興

し
遊
行
に
で
る
。

1
2
9
8

永
仁
六

真
教
、大
病
を
患
い
、『
他
阿
弥
陀
仏
同
行
用
心
大
綱
』
を

記
す（
正
応
六
年
説
あ
り
）。

1
3
0
1

正
安
三

真
教
、越
前
国
角
鹿
笥
飯
（
敦
賀
氣
比
）
大
神
宮
、伊
勢

神
宮
へ
参
詣
す
る
。

1
3
0
2

乾
元
元

真
教
、兵
庫
観
音
堂
で
一
遍
の
13
回
忌
を
行
う
。

1
3
0
4

嘉
元
二

真
教
、遊
行
を
や
め
相
模
国
当
麻
の
無
量
光
寺
に
独
住
。

1
3
1
9

文
保
三

真
教
、１
月
27
日 

83
歳
で
示
寂
。

時
宗
の
名
宝
を

一
挙
公
開
！

一
遍
と
真
教
の
事
績

り
念ね
ん

仏ぶ
つ

で
知
ら
れ
る
時じ

宗し
ゅ
う

は
、
宗し
ゅ
う

祖そ

一い
っ

遍ぺ
ん

（
1
2
3
9
～
8
9
）
が
鎌
倉
時
代
に
開
い
た
宗

派
で
す
。一
遍
は
念
仏
を
と
な
え
る
こ
と
で
誰
も
が
往
生

を
と
げ
ら
れ
る
と
説
き
、諸
国
を
行
脚
し
て（
遊ゆ

行ぎ
ょ
う

）、念
仏

札
を
配
り（
賦ふ

算さ
ん

）、布
教
に
つ
と
め
ま
し
た
。こ
の
時
宗
を

教
団
と
し
て
整
備
し
、大
き
く
発
展
さ
せ
た
の
が
二に

祖そ

の

真し
ん

教き
ょ
う（
1
2
3
7
～
1
3
1
9
）
で
し
た
。2
0
1
9
年
に

真
教
の
七
百
年
遠お
ん

忌き

を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、時
宗
の

名
宝
を
一
堂
に
会
す
る
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
各
地
を
遍
歴
し
た
一
遍
の
生
涯
を
描
い
た
国
宝

「
一い
っ

遍ぺ
ん

聖ひ
じ
り

絵え

」（
清
浄
光
寺
（
遊
行
寺
）
蔵
）、真
教
の
足
跡
も

つ
づ
ら
れ
た
「
遊ゆ

行ぎ
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

」、一
遍
や
真
教
ら
歴
代

祖そ

師し

の
肖
像
画
や
肖
像
彫
刻
な
ど
、時
宗
の
名
宝
が
一
堂

に
会
し
ま
す
。な
か
で
も
、「
一
遍
聖
絵
」は
日
本
を
代
表
す

る
絵
巻
で
、大
判
の
絹
地
に
当
時
の
風
景
や
人
物
が
精
細

に
描
か
れ
、中
世
の
歴
史
を
語
る
上
で
も
重
要
な
作
品
で

す
。全
12
巻
を
全
巻
公
開
し
ま
す
。

踊お
ど

　

鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
仏
教
の
宗
派
。

宗
祖
は
一
遍
。一
遍
の
没
後
、二
祖
真
教

が
教
団
を
確
立
し
た
。時
宗
は
阿
弥
陀
仏

の
救
済
を
説
き
、念
仏
を
と
な
え
る
こ
と

で
往
生
す
る
と
し
た
。諸
国
を
遊
行
し
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
記
し
た
賦
算
と
呼

ば
れ
る
お
札
を
配
り
、
踊
り
念
仏
を
行

い
、広
く
民
衆
に
浸
透
し
た
。総
本
山
は

神
奈
川
県
藤
沢
市
の
清し
ょ
う

浄じ
ょ
う

光こ
う

寺じ

で
、正
式

に
は
藤と
う

澤た
く

山さ
ん

無む

量り
ょ
う

光こ
う

院い
ん

清
浄
光
寺
と
号

し
、「
遊ゆ

行ぎ
ょ
う

寺じ

」の
名
で
知
ら
れ
る
。東
海

道
随
一
と
称
さ
れ
る
木
造
本
堂
を
は
じ

め
と
し
た
伽
藍
は
10
棟
が
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、文
化
財
を
数
多

く
所
蔵
す
る
。

時
宗
・
総
本
山

清
浄
光
寺（
遊
行
寺
）

紹
介

み
ど
こ
ろ
1

関
西
で
17
年
ぶ
り
！

国
宝「
一
遍
聖
絵
」全
12
巻
を

一
堂
に
展
示

み
ど
こ
ろ
2

知
ら
れ
ざ
る
二
祖
真
教
の

功
績
を
紹
介

み
ど
こ
ろ
3

時
宗
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た

名
宝
を
一
挙
公
開

清浄光寺（遊行寺）本堂

①②④⑥⑪
⑫

⑧
⑦

⑨
⑩ ③⑤



重
要
文
化
財
　
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う

平
安
～
鎌
倉
時
代　

一
軀　

京
都
・
知
恩
院
蔵

　

知
恩
院
の
御み

影え
い

堂ど
う

に
安
置
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
像
で
、浄
土

宗
を
開
い
た
法ほ
う

然ね
ん

が
臨
終
に
際
し
て
、そ
ば
に
置
い
て
い
た
像

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。右
肩
を
あ
ら
わ
に
す
る
袈け

裟さ

の
着

け
方
は
、阿
弥
陀
如
来
と
し
て
は
と
て
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

重
要
文
化
財
　
二に

河が

白び
ゃ
く

道ど
う

図ず

鎌
倉
時
代　

一
幅　

島
根
・
萬
福
寺
蔵

　

人
を
極
楽
に
送
る
釈
迦
と
極
楽
に
迎
え
る
乗
雲

の
阿
弥
陀
を
描
き
、阿
弥
陀
の
下
に
は
対
岸
か
ら
斜

め
に
念
仏
信
仰
を
示
す
白
い
道
が
延
び
て
い
ま
す
。

白
道
の
左
右
に
は
瞋し
ん

憎ぞ
う

を
示
す
火
の
川
、貪と
ん

愛あ
い

を
示

す
水
の
川
が
描
か
れ
、煩ぼ
ん

悩の
う

を
克
服
し
極
楽
に
往
生

す
る
た
め
の
唯
一
の
道
と
し
て
の
念
仏
が
説
か
れ

ま
す
。

重
要
文
化
財
　
源げ
ん

空く
う

証し
ょ
う

空く
う

等と
う

自じ

筆ひ
つ

消し
ょ
う

息そ
く

鎌
倉
時
代　

二
巻　

奈
良
・
興
善
寺
蔵

　
「
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」（
重
要
文
化
財
、興
善
寺
蔵
）

の
像
内
か
ら
、骨
蔵
器
や
錦
袋
と
と
も
に
発
見
さ
れ

た
文
書
。「
法ほ

う

然ね
ん

房ぼ
う

」
と
よ
ば
れ
た
源
空
（
1
1
3
3

～
1
2
1
2
）、証
空
を
は
じ
め
と
し
た
門
弟
た
ち

に
よ
る
自
筆
の
手
紙
が
大
半
を
し
め
ま
す
。

浄
土
教
か
ら
時
宗
へ

1
　

歴
史
の
教
科
書
で
も
習
う
よ
う
に
、時
宗
の
宗
祖
は
一
遍

（
1
2
3
9
～
8
9
）
で
す
。で
は
、念
仏
、そ
し
て
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」の
名み
ょ
う

号ご
う

を
大
切
に
す
る
一
遍
の
思
想
は
、ど
の
よ
う

に
形
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
源
流
に
は
阿
弥
陀
信

仰
、あ
る
い
は
日
本
で
展
開
し
た
浄
土
教
が
あ
り
ま
す
。ほ

か
、「
一
遍
聖
絵
」
な
ど
を
紐
解
く
と
、さ
ま
ざ
ま
な
人
物
や

場
所
が
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。こ
れ
ら

に
関
連
す
る
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、一
遍
に
い
た
る
ま
で

の
流
れ
を
概
観
し
ま
す
。

写真提供：島根県立古代出雲歴史博物館

　

真
教
は
、京
都
ま
た
は
豊ぶ
ん

後ご

（
大

分
）の
生
ま
れ
と
い
わ
れ
、建
治
二
年

（
1
2
7
6
）に
九
州
で
遊
行
中
の
一
遍
と

出
会
い
ま
し
た
。一
遍
の
教
え
に
感
銘
を
受
け
て
弟
子
と

な
り
、「
他た

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ（
他
阿
）」
の
名
を
授
か
っ
て
、全
国

行
脚
に
同
行
し
ま
し
た
。師
の
往
生
後
に
は
、各
地
に
道

場
を
建
立
し
、時
宗
教
団
を
整
え
る
の
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

全
10
巻
の
「
遊
行
上
人
縁
起
絵
」
の
第
5
巻
～
10
巻
に

は
、真
教
の
足
跡
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
真
教
上
人

像
」（
神
奈
川
・
蓮
台
寺
蔵
）
で
は
そ
の
真
摯
な
表
情
に
、

在
り
し
日
の
姿
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　

時
宗
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
「
踊

り
念
仏
」
は
、「
一
遍
聖
絵
」
に
よ
れ

ば
、信
州
小
田
切
の
里
で
始
め
ら
れ
た

と
い
い
ま
す
（
巻
４
）。武
家
屋
敷
の
庭
先
で
、

一
遍
は
縁
側
に
立
っ
て
鉢
を
た
た
い
て
は
や
し
、僧そ
う

尼に

や

武
士
た
ち
が
輪
に
な
っ
て
踊
っ
て
い
ま
す
。や
が
て
、高

床
や
屋
根
の
つ
い
た
舞
台
「
踊
り
屋
」
が
設
け
ら
れ
、鳴

り
物
は
鉦し
ょ
う

鼓こ

に
、踊
り
手
は
時
宗
の
僧
尼
に
限
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。鎌
倉
に
ほ
ど
近
い
片
瀬
の
浜（
巻
６
）

や
、京
都
の
市
屋
道
場
で
行
わ
れ
た
踊
り
念
仏
（
巻
７
）

に
は
大
勢
の
見
物
人
が
押
し
か
け
、熱
狂
す
る
様
子
が
描

か
れ
ま
す
。時
宗
で
は
今
も
踊
り
念
仏
が
受
け
継
が
れ
、

法
要
の
時
な
ど
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
祖
真
教
と
は

時
宗
と
踊
り
念
仏

重
要
文
化
財　

真
教
上
人
坐
像（
部
分
）

神
奈
川
・
蓮
台
寺
蔵

国宝　一遍聖絵　巻七（踊り念仏の場面）東京国立博物館蔵



遊ゆ

行ぎ
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

断だ
ん

簡か
ん

鎌
倉
時
代　

一
幅　

奈
良
・
大
和
文
華
館
蔵

　

絵
巻
物
の
一
部
を
切
り
出
し
た
「
断
簡
」
で
、一
遍
が
信

濃
国
で
は
じ
め
て
踊
り
念
仏
を
お
こ
な
っ
た
場
面
で
す
。

近
年
の
研
究
で
、数
多
く
残
る
「
遊
行
上
人
縁
起
絵
」
の
う

ち
、も
っ
と
も
古
い
も
の
（
祖
本
）
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

重
要
文
化
財
　
遊ゆ

行ぎ
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

鎌
倉
時
代　

十
巻　

兵
庫
・
真
光
寺
蔵

　

一
遍
の
事
績
を
表
し
た
絵
巻
物
に
は
、国
宝

「
一
遍
聖
絵
」
と
は
異
な
る
系
統
の
作
品
群
が
存

在
し
ま
す
。そ
れ
が
「
遊
行
上
人
縁
起
絵
」
で
、

一
遍
だ
け
で
な
く
、真
教
の
事
績
も
収
録
す
る

点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。「
聖
絵
」
よ
り
も
流
布

し
た
ら
し
く
、多
く
の
作
例
が
残
っ
て
お
り
、時

衆
教
団
の
広
が
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

重
要
文
化
財
　
真し
ん

教き
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

書し
ょ

状じ
ょ
う

（
遊ゆ
行ぎょう
歴れき
代だい
他た
阿あ
弥み
陀だ
仏ぶつ
書しょ
状じょう
類るい
の
う
ち
）

鎌
倉
時
代　

一
巻　

京
都
・
長
楽
寺
蔵

　

真
教
が
寿
阿
弥
陀
仏
に
あ
て
た
自
筆
の

手
紙
。命
長
ら
え
て
再
会
す
る
時
も
あ
り
ま

し
ょ
う
が
、こ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
浄
土
で

対
面
し
ま
し
ょ
う
と
の
内
容
か
ら
は
、両
人

と
も
か
な
り
の
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

蓮れ
ん

華げ

形が
た

下げ

駄た

室
町
～
桃
山
時
代　

一
足　

京
都
・
正
法
寺
蔵

　

国こ
く

阿あ

が
用
い
た
と

伝
え
ら
れ

る
蓮
華
を

か
た
ど
っ
た

下
駄
で
す
。

時
宗
の
教
え 

一
遍
か
ら
真
教
へ

2
　

時
宗
宗
祖
の
一
遍
は
、各
地
を
遊
行
し
て
南

無
阿
弥
陀
仏
と
書
か
れ
た
念
仏
札
を
く
ば
る
賦ふ

算さ
ん

や
、輪
に
な
っ
て
踊
り
な
が
ら
ひ
た
す
ら
阿

弥
陀
の
名
を
唱
え
る
踊
り
念
仏
な
ど
を
通
じ

て
、庶
民
か
ら
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。一
遍
は

遊
行
を
自
身
一
代
限
り
と
考
え
て
い
た
よ
う
で

す
が
、二
祖
真
教
は
そ
の
跡
を
継
ぎ
、教
団
の
組

織
化
を
は
か
り
ま
し
た
。こ
こ
で
は
両
上
人
の

肖
像
や
ゆ
か
り
の
品
に
く
わ
え
、遊
行
上
人
の

足
跡
を
偲
ば
せ
る
作
品
な
ど
か
ら
、時
宗
初
期

の
様
相
と
信
仰
の
姿
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

阿あ

弥み

衣え

室
町
時
代　

一
領　

兵
庫
・
興
長
寺
蔵

　

麻
を
編
ん
だ
粗
い
布
か
ら
つ
く

ら
れ
た
、時
宗
特
有
の
法
衣
で
す
。

\はしごを登る僧
/

巻7



巻2巻6

巻3

巻5

巻7

巻10

国宝 「一
い っ

遍
ぺ ん

聖
ひ じ り

絵
え

」 全12巻全巻公開！

国
宝
　
一い
っ

遍ぺ
ん

聖ひ
じ
り

絵え

　
円えん
伊い
筆

鎌
倉
時
代
　
十
二
巻
　
神
奈
川
・
清
浄
光
寺（
遊
行
寺
）蔵

国
宝
　
一い
っ

遍ぺ
ん

聖ひ
じ
り

絵え

　
巻
七
　
円えん
伊い
筆

鎌
倉
時
代
　
一
巻
　
東
京
国
立
博
物
館

　念仏を広めるため日本各地を遊行し、多くの人々に救済を施した一遍。この偉大
な聖

ひじり

を称えるため、没後、彼の生涯は12巻に及ぶ絵巻物に描き出されました。それが
鎌倉時代の国宝「一遍聖絵」です。正安元年（1299）、一遍の高弟・聖

しょう

戒
かい

が著述し、
円
えん

伊
い

という絵師によって制作されました。美しい絵具で彩られた山水や寺社、ひと
りひとり異なる表情で描かれた何百もの名もなき人々―それらは中世の日本絵画 

として第一級の出来映えを誇ります。長大な画面に映し出された一遍の旅路は、
きっと現代のわれわれの心にも、豊かな感動をもたらしてくれることでしょう。
　本展では、この日本美術史上屈指の名品を全巻公開いたします。全巻が一堂に会
するのは、関西ではなんと17年ぶり。本物でしか味わえない感動に浸れる貴重な
この機会、決してお見逃しなく。

奇石がそびえる
伊予国（愛媛県）で
修行！

富士山が
描かれた場面

熊
野
で
熊
野
権
現

よ
り
神
託
！

武
士
に
鎌
倉
入
り
を

妨
害
さ
れ
る
も
、

毅
然
と
立
ち
向
か
う
！

（
時
宗
で
は
こ
れ
を

開
宗
と
定
め
て
い
ま
す
。）

京
都
の
市
屋
道
場
で

踊
り
念
仏
！

安
芸
国（
広
島
県
）の

厳
島
神
社
で
華
麗
な

舞
を
鑑
賞
！

国
宝 

一
遍
聖
絵
の
世
界

3

\はしごを登る僧
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\ 神託をうける一遍
/

\武

士と対面する一遍/

\ 踊り念仏/



　真教は相
さ が み

模の当
たい

麻
ま

に道場を創建し、遊
ゆ

行
ぎょう

上
しょう

人
にん

の座は智
ち

得
とく

へと譲ら
れます。その後も呑

どん

海
かい

、安
あん

国
こく

、一
いっ

鎮
ちん

、託
たく

何
が

らが遊行上人を継ぎ、ほか
にも京都四条に道場を開いた真

しん

観
かん

、東山を中心に布教した国阿、
当麻を拠点とした真

しん

光
こう

らの活躍などによって、時宗は全国に
広まっていきました。本章ではこれら上人たちの人となりを
うかがうことができる肖像や墨

ぼく

跡
せき

をごらんいただきます。
歴代上人の肖像彫刻は七条仏師など当時の有力仏師
によるものも多く、本人の特徴をよく伝えています。

　時宗では寺院を道場と呼びます。関東では真教が開いた当
たい

麻
ま

道
どう

場
じょう

（無
む

量
りょう

光
こう

寺
じ

）、遊行寺の名でも
しられる藤沢道場（清浄光寺）、京都においては真観の四条道場（金

こん

蓮
れん

寺
じ

）、聖
しょう

戒
かい

の六条道場（歓
かん

喜
き

光
こう

寺
じ

）、呑海の七条道場（金
こん

光
こう

寺
じ

）、一鎮の一条道場（迎
こう

称
しょう

寺
じ

）などが築かれ、全国の要所にも道場
が置かれました。本章では、それら時宗道場のなかで、藤沢および京都・滋賀の道場に伝えられた
名宝を中心にご覧いただきます。また、近世の時宗道場を描く洛中洛外図なども展示いたします。

重要文化財　真
しん

教
きょう

上
しょう

人
にん

坐
ざ

像
ぞう

鎌倉時代　一軀　神奈川・蓮台寺蔵

　像内に墨書があり、没する前年の
文
ぶん

保
ぽう

2年（1318）につくられたことが
わかります。時宗祖師像のなかで、年
代の明確なものとしては一番古い像

です。病のせいで顔の右半分がゆ
がんだ容貌まで、とても写実

的に表現されています。

重要文化財　後
ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

像
ぞう

南北朝時代　一幅　神奈川・清浄光寺蔵

　鎌倉幕府を滅ぼし、建武の新政を
おこなった後醍醐天皇の、きわめて
特異な肖像画。密教法具を持ち、袈裟
を身につけ、上部には神名を記した
紙が貼られています。遊行12代の尊
観が清浄光寺に伝えたといいます。

重要美術品　薄
すすき

鶉
うずら

蒔
まき

絵
え

文
ぶん

台
だい

室町時代　一基　京都・金蓮寺蔵

　薄
すすき

野に鶉
うずら

が遊ぶ長
の ど か

閑な景色の文台。歌会や香席
などで、懐紙や短冊をのせて歌を読みあげるとき
に用いる机です。近世には定形化しますが、本品
は飾り金具もなく、華

きゃ

奢
しゃ

で古様。足利義政（1436
〜90）寄進と伝えられます。

国宝　洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（舟
ふな

木
き

本
ぼん

）
岩佐又兵衛筆　江戸時代　六曲一双　東京国立博物館蔵

　京の街並みを南西から眺めた景観で、右
う

隻
せき

は方
ほう

広
こう

寺
じ

や祇園社など東山
一帯、対して左隻は内

だい

裏
り

や二条城など洛中の様子が中心に描かれていま
す。精彩に富んだ風俗描写に優れ、17世紀初頭の都の喧騒と享楽を余す
ことなく伝えています。四条道場、七条道場の様子が見えます。

重要文化財　阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

鎌倉時代　一軀　滋賀・阿弥陀寺蔵

　鎌倉時代に入り、阿弥陀の浄土への信仰が
隆盛を迎えると、三尺（90センチ前後）の大き
さの阿弥陀如来立像が多くつくられました。
それを得意としたのが仏師快

かい

慶
けい

です。本像は
快慶の弟子行

ぎょう

快
かい

によって造立されました。

歴代上人と遊行 時宗のひろまり

時宗の道場とその名宝

4

5

写
真
提
供
：
大
津
市
歴
史
博
物
館

〈右隻〉

〈左隻〉



京都国立博物館
平成知新館（東山七条）  KYOTO NATIONAL MUSEUM
〒605-0931　京都市東山区茶屋町527
お問い合わせ　075-525-2473（テレホンサービス）
https://www.kyohaku.go.jp/

 ［開催概要］
会　　期：	2019年4月13日（土）〜6月9日（日）
	 ※会期中に一部作品の展示替を行います。
開館時間：	午前9時30分〜午後6時まで、	 金・土曜日は午後8時まで
	 （入館は閉館の30分前まで）
休		館		日：	月曜日（ただし、4月29日と5月6日は開館）、5月7日（火）
主　　催：	京都国立博物館、朝日新聞社、時宗、
	 時宗総本山清浄光寺（遊行寺）

観覧料（税込）

一般 大学生 高校生

当日 1500 1200 900
前売・団体料金 1300 1000 700

※団体料金は20名以上
※中学生以下無料、障害者とその介護者1名は無料（入館の際に障害者手帳などをご
提示ください）
※キャンパスメンバーズは、学生証または教職員証をご提示いただくと、当日の各通常
料金より500円引きとなります
※前売り券の販売期間は4月12日（金）まで

特別展「国宝  一遍聖絵と時宗の名宝」
広報事務局（共同PR）内：三井
TEL：03-3575-9823
FAX：0120-653-545
E-mail：jishu2019-pr@kyodo-pr.co.jp
〒104-8158　
東京都中央区銀座7-2-22　同和ビル7階

④⑤小田切の里

①④⑤善光寺

⑥⑦甚目寺
⑦関寺

③④⑦京
⑧穴生寺

⑧丹後久美浜
⑧但馬国のくみ

⑨印南野教信寺

⑨播磨国書写山

④備前福岡の市

⑧美作一の宮

⑩備後一の宮

⑩大三島神社

④⑩巌島神社

④筑前武士の屋形

①③大宰府（聖達）

④大隅正八幡宮

①清水寺（華台）

④大友兵庫頭頼泰の館 ⑪淡路二宮

⑪淡路志築天神

⑨⑪⑫兵庫 観音堂（一遍往生の地）

③那智大社

③熊野本宮

③熊野新宮

②高野山
⑧聖徳太子墓
⑧當麻寺
②⑧⑨天王寺
⑨石清水八幡宮

⑥三嶋大社

⑤武蔵国石浜

⑤下野国小野寺

⑤白河関

⑤松島

⑤平泉
⑤河野通信の墓

⑥江之島

⑥片瀬

⑤こふくろ坂

⑤なかさこ

①窪寺の庵室

②⑩菅生岩屋

①②③④⑩
伊予（河野家拠点・一遍誕生の地）

②桜井

一遍遊行の地
延応元年（1239）伊予で誕生～正応二年（1289）8月23日往生までの遊行地
① 巻1　延応元年（1239）～文永八年（1271）
② 巻2　文永十年（1273）～文永十一年（1274）
③ 巻3　文永十一年（1274）～建治二年（1276）
④ 巻4　建治二年（1276）～弘安二年（1279）
⑤ 巻5　弘安二年（1279）～弘安五年（1282）
⑥ 巻6　弘安五年（1282）～弘安六年（1283）
⑦ 巻7　弘安六年（1283）～弘安七年（1284）
⑧ 巻8　弘安七年（1284）～弘安九年（1286）
⑨ 巻9　弘安九年（1286）～弘安十年（1287）
⑩ 巻10　弘安十年（1287）～正応元年（1288）
⑪ 巻11　正応二年（1289）
⑫ 巻12　正応二年（1289）
※地図中の丸数字は「一遍聖絵」の掲載巻

『国宝  一遍聖絵』（遊行寺宝物館など、2015年）227頁地図より作図

本件に関するお問い合わせ

国宝　一遍聖絵　巻四（踊り念仏の様子）神奈川・清浄光寺（遊行寺）蔵




